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成人に達した先天性心疾患の診療体制の確立に向けた総合的研究 

 
               研究分担者     市田 蕗子 
研究要旨：  

成人に達した先天性心疾患の診療体制の確立に向け､教育プログラム、研修（小児循環器

医、循環器医）の具体的なカリキュラム策定を行う。 

 

A. 研究目的 

成人に達した先天性心疾患(ACHD)の診療体

制の確立に向け､教育プログラム、研修（小

児循環器医、循環器医）の具体的なカリキ

ュラム策定を行う。 

 

B. 研究方法 

日本小児循環器学会の専門医修錬目標や日

本循環器学会認定、循環器専門医研修カリ

キュラムの内容を検討し、欧米ACC/AHA/AAP

で推挙されている修錬プログラム内容と比

較検討する。 

 （倫理面への配慮） 

 今後、各修錬施設での修錬内容を調査する

場合には、各施設での倫理委員会での承認

を得た上で、個人情報の保護に十分に配慮

し行う。 

 

C. 研究結果および D.考察 

1)一般循環器科（小児循環器科）医師とし

て、ACHD 患者の初期対応ができ、専門施設

に紹介ができるレベルに関しては、日循専

門医、小循専門医の研修プログラムにも、

ある程度の記載内容があり、ACC/AHA/AAP

の Core training (Level 1)とほぼ同等の

内容であった。 

2）ACHD の日常的診療を行えるレベル（1

年程度の ACHD 研修）では、小循専門医の研

修プログラムには、ある程度の記載内容が

あるが ACC/AHA/AAP の Advanced training 

(Level 2)には及ばない。また、日循専門医

の研修プログラムには、全く記載がない。 

3) ACHD を専門としてみていくレベル（ACHD

専門施設に長期に所属）に関しては、

ACC/AHA/AAP の Advanced Traning (Level 3)

に相当するが、日循専門医、小循専門医の

研修プログラムには、全く記載されていな

い。 

 

D. 考察 

本邦のACHDの研修プログラムは、初期対応

ができるレベルまでで、さらに、日常診療

を行い、専門としていくレベルの研修プロ

グラムが皆無である。 

日本循環器学会学術委員会成人先天性心疾

患部会では、現在の問題点を明らかにし、

今後の活動方針を検討した。 

① 現在のACHD診療における循環器内科（医

師）の問題点に関する意見 

ACHD疾患に対する内科側の意識や関心の低

く、循環器内科専門医のACHD知識・経験も

低い。術後のACHDの心不全や不整脈に加え、

妊娠出産もまた循環器内科医師にとっては

大きな問題になっている 

② ガイドラインについて 

最近、改訂されたところで、早急の改定の



必要性はないが、状況に応じて予定より早

く2-3年で改定することもありうる 

2008年のACC/AHAガイドラインと比較する

と大きく違う点が多々有り、今後大きく見

直す必要がある可能性あり。ガイドライン

のエビデンスレベルが低いため、今後、エ

ビデンスを構築することが重要であり、こ

のためには日循のサポート下に、大規模臨

床研究の施行が必要である  

③ 先天性心疾患の専修目標について 

現状より高い専修目標になるように働きか

ける。専門医制度問題に関する要望書：修

練目標の見直し（A,B）を理事長へ提出する 

教育システムとも関連するが、循環器専門

医となるには先天性心疾患についての一定

の修練体制の充実が求められる。これから

専門医を目指すような若い医師をターゲッ

トにして、循環器ネットワークの構築に携

わっている各施設を含め主要な施設でのAC

HD診療を盛んにしてゆく。専門医試験問題

における先天性心疾患の出題について先天

性心疾患に対する十分な知識が求められる

ことを明確にする。専門医試験問題はACHD

領域では、CやDばかりで、問題数が少ない。 

④  教育セミナーについて 

成人先天性心疾患学会との協同セミナーと

して成人先天性心疾患学会と日本循環器学

会での複数回の開催を促進する。日本循環

器学会では学術委員会セッションあるいは

教育セッション、モーニングレクチャー、m

eet the expert、co-medical sessionとし

て複数のテーマ（成人期の妊娠・出産、成

人期の不整脈、肺高血圧、染色体異常、発

達障害など）で開催するように、学術集会

委員会に要望する。 

⑤  コメディカルへのアプローチについて 

チーム医療委員会との協同で、コメディカ

ルへの教育（心電図・画像診断・看護など）

を推進する。 

今後の課題としては、 

① 診療体制 

循環器科ネットワークの拡大と構築、専門

医制度/認定医制度（研修施設の条件として

のGUCH外来）を進める。 

②  日循専門医制度 

成人先天性心疾患学会学術集会の循環器関

連学会への申請。日循専門医制度カリキュ

ラムと専門医試験問題の検討を依頼する（A

CHDを多くするように要望書） 

③  教育 

成人先天性心疾患セミナーや学術集会への

日循会員の参加。日循学術集会内に教育的

なセミナーを継続的に構築。   

④ 日循とJSACHDとの共同セッション（教

育）成人先天性心疾患部会主催での以下の

セッション開催 

Meet the expert、モーニングレクチャー、

委員会セッションなど 

 

Ｅ. 結論 

今後、各循環器修錬施設での患者数と修錬

内容の実態調査を行った上で、循環器内科

と小児科医に対する研修の具体的なカリキ

ュラム策定が必要である。日循学術委員会

成人先天性心疾患部会の設立は大きな一歩

であり、今後も協力体制をとり、研究を進

めていく。 
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